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	伝統で終わることなく伝説に
	学研

	主題名
	学校を愛する心

	内容項目
	4-(7) 愛校心
	指導時期
	３月１９日

	ねらい
	　言動の根底にある相手に対する礼儀の意義を深く理解し、日常生活において時と場に応じた適切な言動をとろうとする態度を育てる。
　中学生にとって、自分の学級、自分たちの学校という愛着や誇りをもつことは大切である。しかし、学級や学校への関心や、よりよい学級や学校づくりへの意欲は必ずしも十分とは言えない。さらに、昨今の状況を見ると、教師や学校の人々への敬愛の念が深いとは言い難い。そこで、教師や学校の人々に目を向け、感謝や尊敬の気持ちをもてるようにさせることが大切である。

	学 習 活 動
	導 入
	○私たちの学校独自の校風とは何か。

	
	
	資料を読む

	
	展 開
	①隆弘は、陸上の練習を始める前に行う「場を清める」ことを、どう考えていたか。
　＊伝統を後輩たちが受け継ぐことの大切さに気付いていない。

　・全く関係ない。　・むしろ練習時間が少なくなるからマイナスだ。
②声をかけて下さった校長先生の話を聞いた隆弘は、どんなことを考えたか。
　・ぼくたちが学び、生活し、練習する場所を大切にしていることを校長先生は喜んでいるんだ。

・やった…。校長先生から褒められた。
③隆弘がつないでいこうと思っている、男衾中学校の生徒であるという誇りのたすきとは、どんなものか。
　・後輩からぼくたち、そして先輩たちにつないでいく、伝統のたすき。

　・学校を大切にし、練習場所を愛するという気持ちを込められたたすき。

　・「学校や練習上を大切にする」という、男衾中学校の伝統から伝統へと進化していくたすき。

	
	終 末
	○私たちにできることはなんだろう。後輩に伝えていきたいことはなんだろう。




Ｂ：相手からどう見られているんだろ

　　伝統で終わることなく伝説に





　　　　裕貴ー陸上大会で全国出場


　　　　隆弘ー主人公


　　　　　　　裕貴とともに行動











　「場を清める」こと


　・陸上の練習と関係ない


　・なぜするのか分からない











　　　　「皆さんが清めてくれることをとてもうれしく思っていますよ」


　　　　　・校長先生から褒められた


　　　　　・練習場所を大切にしてくれていることを校長先生は喜んでくださっている。


　　　


　　男衾中学校の生徒であるという誇りのたすき




















　　　








　　　　　











　　　　　





　　　　　　





・先輩からぼくたち、そして後輩たちにつないでいく伝統のたすき


・そして伝説へ














図、校長先生と話
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図、顧問と話





図、走っている








